


























は、このエピソードを紹介した上で、1913 年から 1914 年頃の日墨米の関係と当時の日本政
府の対メキシコ外交の動きを、主に 3 人の人物に焦点をあてながら説明している。その 3 人と
は、堀口の後任として駐メキシコ公使となった安達峰一郎、メキシコにおける日本人移民の受
入状況を調査するため政府から派遣された京都帝国大学教授の末廣重雄、そして 3人目は、
「メキシコにおける定例の海軍演習」との名目で戦艦出雲の艦長としてメキシコに派遣され、実
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際にはメキシコ情勢や日本人移民の安全、ウエルタ反革命政権の安定性などの調査を行なっ
た帝国海軍大佐、森山慶三郎である。 
米国による日本人移民の排斥という時代状況の中で、安達は国際的に孤立していたウエル
タ政権に武器供与（革命勢力封じ込めのため欲していた）と引き換えに「10 万人の日本人受
入れ」を表明させ、メキシコを新たな移民先として推奨する一方、末廣教授の調査を最大限利
用した。安達はウエルタの足元を見ながらメキシコから妥協を引き出し、対米交渉でも有利に
立てると考えていたのである。それに対してウエルタ政権の安定性に懐疑的だった軍人の森
山は慎重な立場であった。日本外交史としても興味深い論考である。 
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